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小野町全域に光ファイバー光ファイバーを!!
　町では、住民の皆さんからのご要望と、高度情報化時代に対応するため、「小野町光ファイバー推進協議会」
を設立し、町内全域で光ファイバーサービスを受けられるようにするための活動を積極的に行っていくこと
としています。
　未整備地区における光ファイバー通信網整備のためには、住民の皆さんからの「利用したい」という声を集
約し、通信事業者（NTT東日本）へ要望していくことが必要なため、今回「光ファイバーサービス要望書兼仮
申込書」の募集・取りまとめを行うこととしましたので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　光ファイバー通信は、電話回線などと比較して、大量のデータを一度に送ることができる特性があ
ります。快適なインターネット環境、相手の顔を見ながら会話できるテレビ電話、インターネットや
携帯電話から自宅や家族の状況を確認で
きるホームカメラなど、さまざまなサー
ビスを利用することが可能となります。
　高度情報化時代の流れからも、山間部
でも都市部と同様に光ファイバーによる
サービス利用ができるよう、環境整備を
図っていく必要があります。
　小野町では現在、町の中心部で民間事
業者がサービスを提供していますが、利
用可能エリアは限られており、町全体で
利用できるようにするには、要望活動な
ど整備のための施策を積極的に実施して
いくことが必要となっています。

さらに！
　光ファイバーを通じた専用テレビチャンネルの視聴（現在は地上デジタル
放送はご覧になれません）、高齢者の安全確認システム、留守中のお部屋を
見守るホームカメラ、パソコンを使わず指やペンなどで操作して見ることの
できるインターネットなどのサービスを受けることが可能となります。

今後も、新たなサービス提供が見込まれています。

【なぜ、光ファイバーなの？】

【光で何ができるの？】

光で何ができるの？光で何ができるの？

安定・高品質の通信 超高速通信

電話代を節約大容量通信

　光ファイバー通信では交換局からの距離
に左右されない安定した通信が行えます。
　市街地から離れていても、高速インター
ネットが利用できます。

　インターネットを通じて運ばれてくる音楽　インターネットを通じて運ばれてくる音楽
や映像も、光ファイバーなら大容量なのでラや映像も、光ファイバーなら大容量なのでラ
クラク通信。安定した高品質の音と映像を楽クラク通信。安定した高品質の音と映像を楽
しむことができます。しむことができます。

　「ひかり電話」は光ファイバーを活用したイ
ンターネット電話サービスです。通常の電話
回線より通話料金が安く、全国一律8.4円／３
分（税込み）で通話が可能になります。
　フレッツフォンなどを使えばテレビ電話で、
顔を見ながらお話できます。

　通信速度は最大100Mbps！現在普及して
いるADSLに比べても早さが格段に違いま
す。仕事でも趣味でも快適さが実感できます。
★CD一枚分のダウンロード時間（目安）
ISDN（0.064Mbps）　→　約26時間
ADSL（８Mbps） 　　→　約15分
光ファイバー（100Mbps）→約1分
　 Mbps:通信速度の単位。大きいほど高速

今まで

これから

まだかな？

早いね！

サービス事業者

道路の整備
（NTT回線）

サービス事業者サービス事業者

サービス事業者サービス事業者

実現のために、「光ファイバーサービス要望書兼仮申込書」のご提出をお願いします。
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仮申込書のとりまとめ 受理結果と受付番号を
お知らせします

仮申込書を提出

光ファイバーエリア拡大NTT東日本からサービス
開始のお知らせがあります

利用したいサービスを選択し
ご自分で契約を行います 通信工事が実施されます 光ファイバー

サービスの利用開始

行政区 住民町 →← →←
住民町 →

仮申込書を提出された方へ

NTT東日本町 →

仮申込書を提出された方へ

申込者NTT東日本→
町・NTT東日本

利用者→サービス事業者
契 約 先 は 、 N T T 東 日 本
以 外 か ら も 選 択 で き ま す

NTT・サービス事業者

光ファイバーを整備するにあたっては、最も円滑で効率の良い方法で進めていかな
ければなりません。

◆問い合わせ
　小野町光ファイバー推進協議会
　（事務局　企画商工課）
　☎７２－６９３９　FAX７１－１０３７
　メール  kikakusyoukouka@town.ono.fukushima.jp

　様々な活用方法が期待される光ファイバーを町内
全域で利用するためには、一定数以上の加入者（予
定者）が必要です。このため、小野町光ファイバー
推進協議会では、「光ファイバーサービス要望書兼
仮申込書」の募集・取りまとめを行いますので、サー
ビス提供エリア、未提供エリアを問わず、現在、光
ファイバーサービスを利用したいと思われている方
は、ぜひとも申込書のご提出をお願いします。
　申し込みは、行政区回覧で配布しております「光
ファイバーサービス要望書兼仮申込書」に必要事項
をご記入の上、隣組長・行政区長経由でご提出くだ
さい。様式は、小野町のホームページからもダウン
ロードできます。（行政区経由の提出が困難な場合
は、郵送、光ファイバー説明会、直接事務局提出、
Eメールでも提出できます。）

【光ファイバーが使えるエリアを広くするには？】

【光ファイバーを利用するまでの流れ】

【個人情報や本契約は？】
●個人情報は？
　提出いただいた「光ファイバーサービス要望
書兼仮申込書」は、円滑な光ファイバーのエリ
ア拡大のため、NTT東日本へ提出します。
　NTT東日本はその情報をもとにエリア拡大
を行い、サービス開始後、ご本人にサービス開
始の連絡と契約についてのご案内をします。そ
れ以外の事業者や外部への情報提供は行いませ
ん。

●本契約は？
　加入申込者ご本人が、サービスの内容、料金
等から個別に事業者を選定し、光ファイバー
サービスの利用申し込みをしていただきます。
　契約はNTT東日本以外からも選択できます。
　契約の際は、サービス内容、利用料、解約時
の制限などをよくご確認の上、お申し込みくだ
さい。

　国の補助事業を活用して町とNTT東日本
などの通信事業者が連携して整備をしていき
ますが、施設の維持、有効利用という観点か
ら一定数以上の加入予定者が必要になります。

　NTT東日本が未整備地区を整
備しますが、事前に一定数以上の
加入者（予定者）が必要になります。
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３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
を
10
月
１

日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
平
成
21

年
度
前
期(
４
・
６
・
８
月)

に
町
の
３

歳
児
健
診
を
受
け
た
39
人
中
、
む
し
歯

が
な
か
っ
た
25
人
で
す
。
一
人
ひ
と
り

町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
元
気
に

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は「
お
は
な
し
会
」を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

乾　
　

雪
乃　
（
吉
野
辺
）

　

会
田　

晏
都　
（
飯
豊
下
）

　

山
口　
　

蓮　
（
平
舘
）

　

宗
像　

稜
喜　
（
夏
井
）

　

清
野　

快
斗　
（
湯
沢
）

　

我
妻　
　

薫　
（
小
野
赤
沼
）

　

渡
辺　

鉄
馬　
（
平
舘
）

　

吉
田　

麗
人　
（
反
町
）

　

宗
像　
　

春　
（
夏
井
）

　

生
天
目　

恩　
（
浮
金
）

　

長
谷
川
ゆ
り　
（
湯
沢
）

　

宇
佐
美　

雫　
（
谷
津
作
）

　

大
竹　

雄
大　
（
塩
庭
二
区
）

　

秋
田　

龍
哉　
（
皮
籠
石
）

　

松
本　

優
菜　
（
湯
沢
）

　

大
竹　

望
愛　
（
反
町
）

　

先
﨑　

悠
悟　
（
中
通
）

　

吉
田
あ
い
る　
（
飯
豊
上
）

　

鈴
木　

崚
真　
（
小
野
赤
沼
）

　

蔭
山　

晃
希　
（
反
町
）

　

印
南　

黎
夏　
（
中
通
）

　

村
上　

太
毅　
（
皮
籠
石
）

　

吉
田　

夏
菜　
（
反
町
）

　

宗
像　

莉
樹　
（
飯
豊
下
）

　

市
村　

怜
翔　
（
平
舘
）

むし歯ゼロだよ！　３歳児よい歯の表彰

「おはなし会」楽しかったね
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「
災
害
時
に
お
け
る

生
活
必
需
物
資
の
供
給

協
力
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
を
10
月
１
日
、

役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
と

福
島
県
石
油
業
協
同
組

合
田
村
支
部（
郡
司
重

光
支
部
長
）の
間
で
締

結
し
た
も
の
で
、
大
規

模
災
害
等
が
発
生
し
た

際
、
町
が
同
組
合
か
ら

石
油
製
品
や
生
活
必
需

福
島
県
石
油
協
同
組
合
田
村
支
部
と

 

災
害
時
の
協
力
協
定
を
締
結
！

物
資
の
供
給
を
優
先
的
に
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
緊
急
車
両
や
救
援
車
両
が
優
先
的
に
給
油
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
救
助
活
動
や
復
旧
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

調印後、握手を交わす郡司支部長と宍戸町長

通常点検

　

小
野
町
消
防
団
に
よ
る
秋
季
検
閲
式
が
10
月
18
日
、

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
団
員
２
７
４
人
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
監
で
あ
る
宍
戸
町
長
が
通
常
点
検
を
行
い
、
団

員
に
よ
る
分
列
式
、
各
分
団
対
抗
放
水
訓
練
の
後
、

優
良
団
員
・
消
防
機
材
器
具
管
理
体
制
が
優
良
な
班

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

整然と並ぶ車両隊

第２分団による放水訓練

●優良消防団員表彰 （敬称略）
分団 班 階級 氏名

第２分団 ４　班 団　員 先崎　正幸

第３分団
１　班 副班長 村上　博紀
１　班 団　員 鈴木　昭広
５　班 団　員 西牧　英一

第４分団 ５　班 団　員 折笠　裕之

第５分団
１　班 副班長 先崎　拓也
３　班 副班長 村上　一男
５　班 副班長 遠藤　正広

第６分団
２　班 団　員 吉田　　洋
４　班 団　員 松本　幸治

第７分団

１　班 副班長 草野　　徹
１　班 団　員 吉田　順市
２　班 班　長 大竹　孝典
３　班 団　員 五十嵐宏志
３　班 団　員 根本　慶一
４　班 副班長 岩崎　勝義

●消防施設機材器具管理優良班表彰
第４分団　３班（新田内） 第６分団　４班（湯沢）

●放水訓練表彰
優　勝（緑川杯） 第２分団
準優勝（吉沢杯） 第５分団
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東
北
電
力
郡
山
営
業
所
が
防
犯
灯
を
寄
贈

佐藤所長から目録を受け取る宍戸町長

　

東
北
電
力
株
式
会
社
郡
山

営
業
所（
佐
藤
達
哉
所
長
）か

ら
10
月
６
日
、「
地
域
社
会

の
明
る
い
街
づ
く
り
」へ
の

協
力
の
一
環
と
し
て
、
防
犯

灯
15
基
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
の

た
め
、
整
備
が
必
要
な
場
所

へ
取
り
付
け
る
予
定
で
す
。

　

改
め
て
、
紙
上
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

郡
山
法
人
会
小
野
支
部
が
献
血
者
に
卵
を
提
供

　

郡
山
法
人
会
小
野
町

支
部（
櫛
田
忠
夫
支
部

長
）か
ら
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
へ
お
礼
に
配
布

す
る
卵
を
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

卵
は
、
10
月
の
献
血

実
施
時
に
、
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

櫛田支部長から卵を受け取る宍戸町長

　

第
33
回
田
村
東
部
交
通
安
全
大
会
が
10
月
13
日
、

田
村
市
滝
根
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
田
村
市
滝
根
行
政
局
か
ら
滝

根
体
育
館
ま
で
の
間
を
小
野
警
察
署
管
内
の
交
通

安
全
関
係
者
約
５
０
０
人
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

街
頭
か
ら
多
く
の
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
功
労
者
団
体
等
へ
の
各
種
表

彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
や「
家
庭
の
交
通
安
全
推
進

員
」の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日
没
が
早
く
な
り
、
夕

方
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
野
町
の
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。　
　

 
 

（
敬
称
略
）

●
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会
会

　

長
連
名
表
彰（
伝
達
）

▽
交
通
安
全
功
労
者　
　
　
　
　
　

中
野　

貞
元

▽
優
良
運
転
者　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

幸
夫

●
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰（
伝
達
）

▽
交
通
栄
誉
章「
緑
十
字
銅
章
」（
優
良
運
転
者
）　 

 

国
分　
　

実
・
二
瓶　

敏
夫

●
交
通
対
策
協
議
会
会
長
・
小
野
地
区
交
通
安
全

　

協
会
会
長
・
小
野
警
察
署
長
連
名
表
彰

▽
交
通
功
労
者　
　

森
田　
　

厚

▽
優
良
運
転
者　
　

吉
田　

忠
司
・
草
野　

章
一

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
ミ
チ
子
・
田
村
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

久
治
・
坪
井　

峯
子

　
　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

愛
子

●
交
通
対
策
協
議
会
会
長
・
小
野
地
区
安
全
運
転

　

管
理
者
協
会
会
長
・
安
全
運
転
管
理
小
野
事
業

　

主
会
会
長
・
小
野
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
・

　

小
野
警
察
署
長
連
名
表
彰 

（
優
良
事
業
所
）

　
　

有
限
会
社　

先
崎
製
材
所

　
　

有
限
会
社　

先
﨑
組

　
　

有
限
会
社　

鈴
木
自
動
車
整
備
工
場

　
　

医
療
法
人
慶
信
會　

石
塚
醫
院

　
　

松
月
堂
本
店

　
　

有
限
会
社　

石
井
産
業

●
安
全
運
転
管
理
小
野
事
業
主
会
会
長
感
謝
状
贈
呈

　
　

社
団
法
人　

福
島
県
建
設
業
協
会
田
村
支
部

●
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
（
小
学
１
年
〜
２
年
の
部
）

▽
優
秀
作

　
　

郡
司　

光
流（
小
戸
神
小
学
校
１
年
）

▽
佳　

作

　
　

吉
田　

莉
菜（
夏
井
第
一
小
学
校
２
年
）

　
（
小
学
校
３
年
〜
４
年
の
部
）

▽
優
秀
作

　
　

柏
原　

友
里（
小
野
新
町
小
学
校
４
年
）

▽
佳　

作

　
　

宗
像　

一
紀（
夏
井
第
二
小
学
校
３
年
）

　
　

長
谷
川
美
咲（
浮
金
小
学
校
３
年
）

　
　

小
林　
　

廉（
浮
金
小
学
校
３
年
）

これからパレードに出発です

交通安全大会開催
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（
小
学
５
年
〜
６
年
の
部
）

▽
優
秀
作

　
　

阿
部　

峻
大（
夏
井
第
一
小
学
校
５
年
）

　
　

村
上　

智
美（
小
戸
神
小
学
校
６
年
）

▽
佳　

作

　
　

郡
司　

優
太（
小
戸
神
小
学
校
５
年
）

　
　

春
山　

南
苗（
小
戸
神
小
学
校
６
年
）

　
　

國
分　

崇
宏（
小
戸
神
小
学
校
６
年
）

　
　

先
崎　

大
雅（
夏
井
第
一
小
学
校
５
年
）

●
家
庭
の
交
通
安
全
推
進
員
活
動
感
想
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰（
小
学
校
６
年
）

▽
特　

選

　
　

春
山　

南
苗（
小
戸
神
小
学
校
）

▽
入　

選

　
　

大
河
原
佑
季（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

遠
藤　

康
平（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

草
野　
　

光（
飯
豊
小
学
校
）

　
　

新
田　

里
穂（
浮
金
小
学
校
）

　
　

渡
辺　

拓
馬（
夏
井
第
一
小
学
校
）

　
　

草
野　
　

歩（
夏
井
第
二
小
学
校
）

▽
佳　

作

　
　

赤
坂
美
沙
紀（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

先
﨑　

俊
勝（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

吉
田　

美
波（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

吉
田　

優
衣（
小
野
新
町
小
学
校
）

　
　

佐
藤　

有
紀（
飯
豊
小
学
校
）

　
　

村
上　

榛
香（
飯
豊
小
学
校
）

　
　

大
和
田
桃
子（
浮
金
小
学
校
）

　
　

小
林　

京
加（
浮
金
小
学
校
）

　
　

國
分　

崇
宏（
小
戸
神
小
学
校
）

　
　

村
上　

智
美（
小
戸
神
小
学
校
）

　
　

鈴
木
ま
り
や（
夏
井
第
一
小
学
校
）

　
　

根
本　

詩
帆（
夏
井
第
一
小
学
校
）

　
　

石
井　

大
揮（
夏
井
第
二
小
学
校
）

　
　

西
牧　

一
歩（
夏
井
第
二
小
学
校
）

●
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

▽
最
優
秀

　
　

日
東
粉
化
工
業
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
か
お
る

▽
優　

秀

　
　

東
レ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　

駒
木
根
雅
彦
・
伊
藤　

純
子

　
　

日
東
粉
化
工
業
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

幸
男

▽
入　

選

　
　

東
レ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

勘
一
・
熊
谷　

正
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

利
夫

　
　

三
和
工
業
株
式
会
社　
　
　
　

渡
辺　

政
弘

　
　

株
式
会
社
吉
田
土
建　
　
　
　

中
野　

良
子

　
　

吉
田
電
工
株
式
会
社　
　
　
　

助
川　

克
也

　

田
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合（
渡
辺

直
忠
理
事
長
）の
皆
さ
ん
が
10
月
６
日
、

Ｊ
Ｒ
小
野
新
町
駅
前
か
ら
役
場
ま
で
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
地
域
の
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
15
人
が
参
加
し
路
上
の
ご
み

を
拾
い
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

田
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施

清掃活動に参加した皆さん

第33回田村東部
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第
16
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
中
支
部
大
会
が

10
月
16
日
、
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
約
２
８
０
人
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
野
球
場
内
に
設
け
ら
れ
た
16
ホ
ー
ル
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
子
は
平
山
文
男
さ
ん
、
女
子
は
平
山
良
子
さ

ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
の
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

第第
1616
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
中
支
部
大
会

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
中
支
部
大
会

●男子の部 （敬称略）
順　位 氏　名
優　勝 平　山　文　男
準優勝 宇佐美　栄二郎
６　位 佐　藤　友　行
８　位 中　野　昌　弘
９　位 国　分　　　実

●女子の部 （敬称略）
順　位 氏　名
優　勝 平　山　良　子

３　位 吉　田　アイ子

４　位 郡　司　金　子

５　位 矢　吹　長　子

６　位 柴　田　八重子

８　位 佐　藤　サ　ヨ

９　位 先　﨑　枝三子

10　位 村　上　ひで子

ご協力ありがとうございました！
新エネルギーに関するアンケート結果をお知らせします

多目的グラウンドでの競技の様子

注目を浴びての１打
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0 100 200 300 400 500 600 700 800

その他 18
温度差熱利用 27

中小規模水力発電 79
バイオ燃料製造 187
バイオマス熱利用 40
バイオマス発電 208

風力発電
757太陽熱利用 608

太陽光発電 735

回答数（人）

0 100 200 300 400 500 600

その他 17
30温度差熱利用

135中小規模水力発電
141バイオ燃料製造

98バイオマス発電

399太陽熱利用
533太陽光発電

回答数（人）

368風力発電

91バイオマス熱利用

ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！
新エネルギーに関するアンケート結果をお知らせします新エネルギーに関するアンケート結果をお知らせします

　８月に新エネルギーに関するアンケート調査をお願いし、988通の回答が寄せられました。
　その結果がまとまりましたので、お知らせします。アンケートへのご協力ありがとうございま
した。
　皆さんからいただいた貴重なご意見をもとに、小
野町地域新エネルギービジョンを策定し、新エネル
ギーの普及と推進を図っていきますので、ご理解と
ご協力をお願いします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

すぐに導入したい
3.5%

既に導入
している
5.8%無回答

1.9％

そのうち
導入したい
51.4%

導入したいと
思わない
13.2%

わからない
24.2%

知っている
63.3%

無回答
1.6%

知らない
7.5%

聞いたことはある
27.6％

積極的に
取り組むべき
39.5%

ある程度積極的に
取り組むべき
39.7%

積極的に
取り組まなくてよい

6.3%

積極的に
取り組む必要はない

2.8% わからない
10.4%

その他
1.3%
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保育園に行ってみよう！　～飯豊ひまわり保育園～
　

飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
、
今
年
度
か

ら「
保
育
参
加
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
保
育
参
加
」は
、
保
護
者
の
方
に
月
１
回

来
園
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
自
由

に
遊
ん
だ
り
、
行
事
に
参
加
し
た
り
と
、
保

育
士
と
子
ど
も
た
ち
の
か
か
わ
り
や
日
ご
ろ

の
園
生
活
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
で
す
。

　

今
ま
で
に
自
由
活
動
、
保
健
指
導
、
プ
ー

ル
遊
び
、
誕
生
会
、
運
動
会
の
練
習
、
英
語

教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誕
生

会
で
は
、
誕
生
児
を
お
祝
い
し
た
後
に
一
緒

に
ス
イ
カ
割
り
を
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
保
育
参
加
」は
、「
保
育
参
観
」と
は
異
な

り
、
子
ど
も
た
ち
も
緊
張
す
る
こ
と
な
く
普

段
の
園
生
活
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

保
育
全
般
に
お
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
内
容
を
充
実

さ
せ
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。お母さん、もう少し左だよ！

英語であいさつできるかな？

保育園でお父さ
ん･お母さん
と遊ぶのも
楽しいね

本を読んだり、おままごとをしたりしているよ！

畳をありがとう！畳をありがとう！
　

福
島
県
畳
工
業
組
合（
浜
尾
一
郎
理
事
長
）か
ら
９

月
25
日
、
小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
に
畳
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
福
島
県
畳
工
業
組
合
が
、
秋
の
畳
の
日

（
９
月
24
日
）に
畳
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

余
裕
教
室
等
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
平
成
13
年
度
よ
り
県
内
各
支
部
ご
と
に
、

地
域
の
教
育
施
設
等
に
畳
を
贈
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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小野町子育て支援センター通信小野町子育て支援センター通信
　　　　　　　　　　　　　  秋 号　　　　　　　　　　　　　  秋 号

　

今
年
度
の
あ
そ
び
の
広
場
も
７
カ
月
が
過
ぎ
、

利
用
者
の
数
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
き
て

　平成22年度の幼児施設の入園児を募集します。
　入園申込書は、各施設と教育委員会にあります。関係
書類を添えて、入園を希望する施設に直接提出してくだ
さい。現在入園中の園児で、引き続き入園を希望される
場合は、新たに申し込みをする必要はありません。
　詳細については、11月下旬に行政区回覧でお知らせい
たします。

平成22年度平成22年度
幼児施設園児募集幼児施設園児募集
【募集期間】12月1日（火）～18日（金）【募集期間】12月1日（火）～18日（金）

施設名 所在地・電話番号 定員 入園資格

幼稚園 小野わかば幼稚園
小野新町字万景上８
☎７２－２６２９

140人 満４歳以上の小学校就学前の幼児

保育園

中央さくら保育園
小野新町字万景上８
☎７２－３２６９

120人 家庭の事情で家族が保育することができない
生後６カ月以上の小学校就学前の乳幼児

夏井おおすぎ保育園
夏井字町屋43－５
☎７２－２７６０

45人 家庭の事情で家族が保育することができない
生後６カ月以上の小学校就学前の乳幼児

飯豊ひまわり保育園
飯豊字寺下５１
☎７３－２７２４

60人 家庭の事情で家族が保育することができない
満３歳以上の小学校就学前の幼児

児童園 浮金つつじ児童園
浮金字須和間180
☎７３－２７４４

なし 満３歳以上の小学校就学前の幼児

い
ま
す
。

　

同
じ
年
齢
の
子
を
持
つ
親
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
、
最
近
で
は
４

カ
月
、７
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
利
用
も
多
く
見
ら
れ
、み
ん
な
で
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ト
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
は
、
声
を
か
け
た
り
、
あ
や
し
た
り
と

ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
も
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
人
形
劇
を

一
緒
に
楽
し
み
、
少
し
ず
つ
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
お

は
な
し
会
等
も
予
定
し
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
あ

そ
び
の
広
場
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
野
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
）

　

☎
７
２
ー
２
７
６
０
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　国民健康保険に、はいるとき・やめるときは、届出が必要で
す。手続に必要なものをお持ちになり、14日以内に役場で手続
をしましょう。
　国民健康保険は、はいる手続をした日ではなく、加入資格を
得た日までさかのぼり保険税を納めるようになります。
　手続が遅れた場合、保険税を二重に支払ってしまうこともあ
ります。必ず14日以内に届出をしましょう。

◆問い合わせ　町民生活課　☎７２－６９３３

国民健康保険にはいるとき 手続に必要なもの

他の市町村から転入してきたとき 印かん、他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印かん、被扶養者になれない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳

国民健康保険をやめるとき 手続に必要なもの

他の市町村へ転出するとき 印かん、保険証

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保と職場の両方の保険証（職場の保険証が
未交付の場合は加入したことを証明するもので可）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証

そ　の　他 手続に必要なもの

退職者医療制度の対象者になったとき 印かん、保険証、年金証書

町内で住所が変わったとき
印かん、保険証

世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき
印かん、本人であることを証明するもの
（汚れて使えなくなった保険証）保険証をなくしたとき

（あるいは汚れて使えなくなったとき）

修学のため、子どもが他の市町村に住むとき 印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証が必要なとき 印かん、保険証
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　　 詳しくは農業委員会（☎７２－６９３５）へお問い合わせください 　　
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そ
れ
は
、
今
年
２
月
の
こ
と
で
し
た
。

私
が
勤
め
る
職
場
近
く
、
千
葉
み
な
と

駅
か
ら
蒸
気
機
関
車
を
け
ん
引
す
る

「
春
さ
き
ど
り
」号
が
房
総
半
島
の
木
更

津
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

期
せ
ず
し
て
、
内
房
線
沿
線
は
、
や

ん
や
の
人
だ
か
り
。

　

列
車
の
先
頭
に
立
つ
の
は「
貴
婦
人
」

と
言
う
称
号
を
与
え
ら
れ
た
ス
マ
ー
ト

な
Ｃ
57
型
蒸
気
機
関
車
で
す
。

　

私
は
昭
和
30
年
代
の
半
ば
に
、
高
校

生
活
を
磐
越
東
線
の
小
野
新
町
駅
か
ら

平
駅
ま
で
、
通
学
で
利
用
し
て
い
た
の

が
蒸
気
機
関
車
で
し
た
。

　

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
写
真
を
撮
り
に

行
こ
う
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
カ

メ
ラ
放
列
最
後
尾
に
加
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

待
つ
こ
と
し
ば
ら
く
。
蒸
気
機
関
車

は
黒
い
煙
を
も
く
も
く
と
吐
き
な
が
ら

や
っ
て
き
て
、
汽
笛
が
高
ら
か
に
響
き

ま
す
。

　

そ
の
時
、
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
が
、

蒸
気
機
関
車
を
見
た
瞬
間
、
客
車
の
窓

ガ
ラ
ス
の
上
げ
閉
め
で
忙
し
か
っ
た
の

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

蒸
気
機
関
車
の
思
い
出
。
薄
汚
い
重

た
い
機
関
車
に
引
か
れ
た
錆
び
色
の
客

車
が
、
の
ろ
の
ろ
と
ホ
ー
ム
に
入
っ
て

き
て
級
友
た
ち
を
都
会
へ
一
瞬
の
う
ち

に
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
集
団
就
職
。

　

い
ま
ご
ろ
、
あ
い
つ
は
ど
う
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
就
職
し
た
会
社
で
上
手
く

や
っ
た
だ
ろ
う
か
。
殺
伐
と
し
た
こ
の

都
会
で
出
世
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か

ら
、
美
人
な
あ
の
子
は
ま
だ
都
会
に
住

ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
が
、

石
炭
の
に
お
い
が
す
る
蒸
気
と
と
も
に
、

心
の
中
を
吹
き
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

目
の
前
を
、
ピ
カ
ピ
カ
に
黒
光
り
す

る
ほ
ど
磨
か
れ
た
蒸
気
機
関
車
に
引
か

れ
、
藍
色
の
客
車
た
ち
が
通
り
過
ぎ
ま

す
。

　

私
た
ち
を
故
郷
か
ら
都
会
へ
連
れ
て

き
た
蒸
気
機
関
車
。
機
関
車
た
ち
の
大

半
は
そ
の
使
命
を
終
え
た
け
れ
ど
、
数

奇
な
運
命
を
辿
っ
て
復
活
し
た
煙
の
機

関
車
。
今
度
は
、
私
た
ち
を
故
郷
に
連

れ
戻
し
て
ほ
し
い
。

　

都
会
を
走
る
電
車
の
よ
う
に
俊
敏
さ

な
ん
か
い
ら
な
い
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
。

　

で
き
れ
ば
、
車
内
で
故
郷
の
方
言
で

も
聞
か
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
夢
の
列

車
に
乗
っ
て
故
郷
へ
帰
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
思
う

先
崎　

良
男

（
大
八
出
身
・
千
葉
県
支
部
）

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

国国

民民

年年

金金

ココ
－－

ナナ

－－

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

　
　
　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」を

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得

税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
納
付（
納
付
見
込
み
を
含
む
）し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と

同
様
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、
社
会
保
険
庁
か

ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年

内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で

す
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な

ど
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め

て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得

税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
等
の
手
続
の
際
に
、
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」も
、
申
告
す
る
方
の
申

告
書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３



 

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖
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◇開館時間延長のお知らせ

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

　小野町美術展は、町民の皆さんの作品を展示する美術展です。
　後期は、絵画・押し花・タペストリー・彫刻・写真・ポーセラーツ・彫型画の作品を展示します。
　また、８月・９月に行ったスケッチ講座に参加された方の作品も展示します。
　皆さんでお誘い合わせの上、ぜひご鑑賞ください。

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇小野町美術展（後期）

【会　期】：11月21日(土) ～29日(日)
　　　　　午前９時～午後５時　＊入場無料

　手すき和紙を指先でちぎって作品を作る「和紙ち
ぎり絵」の講座です。
　今回は、お正月に向けて年賀状を作ります。皆さ
んも手作りの年賀状に挑戦してみませか。
　参加を希望される方は、行政区回覧でお配りした
申込書にご記入の上お持ちいただくか、電話やＦＡ
Ｘでお申し込みください。

◇ちぎり絵講座

【開催日】：12月13日(日)　午後１時～３時
【参加費】：材料費として１人  700円
　　　　  ＊申込締切　11月20日(金)

　冬季期間の児童や生徒の安全確保のため、図書館の
開館時間を１時間延長します。
　保護者の方との待ち合わせなどにご利用ください。

【実施期間】：平成21年11月17日(火) ～
　　　　　　平成22年３月19日(金)
　　　　　　（平日のみ）
【開館時間】：午前９時～午後７時

※土・日・祝日と冬休み期間は通常どおり午後６時に
　閉館します。
※休館日・月末図書館整理日・特別図書整理期間は、
　公民館をご利用ください。
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告　

欄

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

 

『
特
別
徴
収
』で
納
税
を

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税（
個

人
市
町
村
民
税
と
個
人
県
民
税
）は
、

法
令
に
よ
り
原
則
と
し
て
、
事
業
者

が
給
与
か
ら
特
別
徴
収（
引
き
落
と

し
）し
て
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
市

町
村
に
納
税
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
所
得
税
は
給
与
か
ら
徴
収
し
て
い

　

る
け
れ
ど
、
個
人
住
民
税
は
特
別

　

徴
収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

　

イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
か

　

ら
特
別
徴
収
を
す
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

●
税
額
の
計
算
は
市
町
村
で
行
い
ま

　

す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
税
額

　

の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間

　

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
従
業
員
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
】

●
一
人
ひ
と
り
が
金
融
機
関
へ
納
税

　

に
出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

●
普
通
徴
収
が
原
則
４
回
に
分
け
て

　

納
め
る
の
に
対
し
て
、
12
回
に
分

　

け
て
納
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

　

１
回
あ
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り

　

ま
す
。

　

福
島
県
と
県
内
全
市
町
村
で
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
徹
底
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て
の
従

業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
へ
の
切
り

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
２

イ
ノ
シ
シ

 

捕
獲
用
箱
オ
リ
を
導
入

　

こ
の
た
び
、
農
作
物
被
害
を
防
止

す
る
た
め
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
箱
オ
リ

２
基
を
導
入
し
、
町
有
害
狩
猟
鳥
獣

捕
獲
隊
の
協
力
に
よ
っ
て
、
飯
豊
字

梅
ノ
木
畑
地
区
及
び
塩
庭
字
上
阿
生

田
地
区
に
設
置
し
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
５

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定

　

近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
害
防
止

施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
、
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
に
係

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
小
野
町

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

定
め
て
い
ま
す
。

●
対
象
鳥
獣
の
種
類
、
被
害
防
止
計

　

画
の
期
間
及
び
対
象
地
域

●
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係

　

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的

　

な
方
針

●
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
に
関
す
る
事

　

項
●
防
護
柵
の
設
置
そ
の
他
の
対
象
鳥

　

獣
の
捕
獲
以
外
の
被
害
防
止
施
策

　

に
関
す
る
事
項

●
被
害
防
止
施
策
の
実
施
体
制
に
関

　

す
る
事
項

●
捕
獲
等
を
し
た
対
象
鳥
獣
の
処
理

　

に
関
す
る
事
項

●
そ
の
他
被
害
防
止
施
策
の
実
施
に

　

関
し
必
要
な
事
項

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
の
計
画
に
よ

り
国
の
支
援
策
を
活
用
し
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
に
関
す
る
情
報
や
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

 

入
学
試
験
の
お
知
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能
化
・
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
し

運
用
し
な
が
ら
、
国
際
社
会
で
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
を

養
成
す
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
者
等

を
対
象
に
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
限

　

平
成
22
年
１
月
８
日（
金
）

●
試
験
日

　

平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）

●
受
験
資
格

▽
男
子

▽
中
学
校
卒
業
者（
15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
、
平
成
22
年
３
月
中
学
校
卒

　

業
見
込
者
を
含
む
）
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●
試
験
科
目

▽
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英

　

語（
全
科
目
択
一
式　

中
学
校
卒

　

業
程
度
）

▽
作
文（
５
０
０
字
程
度
）

●
試
験
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

受
験
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
郡
山
地
域
事
務
所
ま
た
は
小

野
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
１
４
２
４

　

小
野
町
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

柏
原　

康
男

　

☎
７
２
ー
４
３
３
６

　

白
石
美
智
子

　

☎
７
２
ー
３
６
２
６

新
卒
者
の
求
人
が

 

不
足
し
て
い
ま
す

　

平
成
22
年
３
月
卒
業
予
定
の
新
卒

者
に
対
す
る
求
人
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
特
に
県
内
の
事
業
所
か
ら
の
高

卒
用
求
人
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
比

べ
約
52
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
地
域

活
性
化
の
鍵
と
し
て
、
次
世
代
を
担

う
若
者
の
地
元
定
着
、
人
材
育
成
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
求
人
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
求
人
を
申
し
込
む
際
は
、

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安

　

定
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
８
ー
０
３
６
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４
ー
９
４
２
ー
８
６
０
９

合
同
就
職
面
接
会
の

 

お
知
ら
せ

　

正
社
員
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
や
概
ね
40
歳
未
満

の
若
年
者（
新
規
学
卒
者
を
除
く
）を

対
象
に
、
正
社
員
を
雇
用
す
る
県
内

事
業
所
と
の
就
職
面
接
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
日
時

　

平
成
22
年
１
月
25
日（
月
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
そ
の
他

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ま
す
。

　

参
加
事
業
所
は
12
月
下
旬
に
福
島

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
雇

　

用
支
援
室

　

☎
０
２
４
ー
５
３
６
ー
１
２
８
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.chuokai-

　

fukushim
a.or.jp

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
８
ー
０
３
６
６

働
き
た
い
あ
た
な
を

 

応
援
し
ま
す

　

ふ
く
し
ま
求
職
応
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
深
刻
な
不
況
の
中
、
就
職
し
よ

う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
県
民
の
皆
さ

ん
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
県
内

４
カ
所（
白
河
・
会
津
若
松
・
南
相

馬
・
い
わ
き
）に
設
置
さ
れ
た
就
職

支
援
施
設
で
す
。

　

職
業
紹
介
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
職

業
訓
練
情
報
の
提
供
、
就
職
、
生
活

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ョ
ブ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
常

駐
し
、
就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不

安
な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
ふ
く
し
ま
求
職
応
援
セ
ン
タ
ー　

い
わ
き
窓
口

　

☎
０
２
４
６
ー
２
５
ー
７
１
３
１

●仮設庁舎での執務期間
　平成22年11月24日(火) ～
　平成23年11月下旬

●仮設庁舎の住所・電話番号
　現在の住所・電話番号は変更ありません。
　　〒963ー8655
　　郡山市堂前町20-11
　　☎０２４ー９３２ー２０４１

●駐車場について
　耐震工事期間中は、駐車スペースが数台
しかありませんので、極力、公共交通機関
等をご利用いただきますようお願いいたし
ます。

　本庁舎の耐震工事等のため、郡山税務署は一時的に仮設庁舎へ移転します。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

郡山税務署からのお知らせ
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捨て犬・捨て猫が増えています

●不幸な「子犬」「子猫」が生まれるのを防ぐため、「不妊・去勢手術」を受けさせましょう。●不幸な「子犬」「子猫」が生まれるのを防ぐため、「不妊・去勢手術」を受けさせましょう。

犬の登録と狂犬病予防注射はお済みですか？

●犬を飼ったら、町民生活課で登録をしましょう。
●生後91日を過ぎたら、年１回狂犬病予防注射を受けましょう。

フンの後始末はしていますか？

●フンの処置に対する苦情が多くなっています。散歩の際は、ビニール袋を持参するなど、
　飼い主が責任をもって処理をしましょう。
●飼育場所の内外は常に清潔にして、昆虫や悪臭の発生防止に努めましょう。

●事故防止のため、猫はできるだけ屋内で飼いましょう。

猫の「屋内飼い」をすすめています

◆問い合わせ　町民生活課　☎７２―６９３３

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

11月15日（日） 石 川 医 院 三 春 町 ６２̶２６３０
　　22日（日） さとう耳鼻咽頭科クリニック 田村市（船引町） ８１̶１３３３
　　23日（祝） 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 ７２̶２７２２
　　29日（日） 清 水 医 院 田村市（船引町） ８２̶３５３５
12月６日（日） 白 岩 医 院 田村市（常葉町） ７７̶２０３６
　　13日（日） せ ん ざ き 医 院 三 春 町 ６１̶２７７７
　　20日（日） 総合南東北病院滝根診療所 田村市（滝根町） ７８̶２４４２

　　23日（祝） 中央通りクリニックやない 田村市（船引町） ８１̶２６６２
東部台こどもクリニック（小児科） ８１̶２５８０

　　27日（日） 小 野 町 地 方 綜 合 病 院 小 野 町 ７２̶３１８１
　　29日（火） 橋 本 医 院 小 野 町 ７２̶３７１１
　　30日（水） 船 引 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２̶０１３７
　　31日（木） まつざき内科胃腸科クリニック 田村市（常葉町） ７７̶２８７０

＊電話確認の上、受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　☎０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

犬や猫は責任を持って飼いましょう！
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行事カレンダー　（11月16日～12月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

11
月

16日（月）

17日（火）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
移動図書館（13：20～13：50）夏井第一小学校
開館時間延長開始（～３月19日）ふるさと文化の館・図書館

18日（水）３カ月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院窓口業務延長（19：00まで）
19日（木）献血
20日（金）

21日（土）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
つるし雛講座（13：30～16：30）ふるさと文化の館
小野町美術展・後期（～29日）ふるさと文化の館

22日（日）９カ月児健診（受付13：00～14：00）柏原クリニック

23日（月）●勤労感謝の日小野町功労者表彰式

24日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

25日（水）
３歳児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）
移動図書館（12：50～13：20）夏井第二小学校

26日（木）

27日（金）ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

28日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
29日（日）
30日（月）

12
月

１日（火）
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日　●世界エイズデー
●歳末たすけあい運動（～26日）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
離乳食教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

２日（水）窓口業務延長（19：00まで）

３日（木）●障がい者週間（～９日）単身高齢者お楽しみ会（10：00～15：00）ゆ～ゆ～こまち

４日（金）●人権週間（～10日）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

５日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
６日（日）
７日（月）
８日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

９日（水）
●障がい者の日
１歳６カ月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

10日（木）●年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動（～１月７日）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター

11日（金）

12日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センターちびっこおはなし会（10：30～）ふるさと文化の館

13日（日）
第26回町長杯武道（柔道・剣道）大会
９カ月児健診（受付13：00～14：00）柏原クリニック
ちぎり絵講座（13：00～15：00）ふるさと文化の館

14日（月）

15日（火）●年末年始火災予防運動（～１月14日）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

平成22年
新年交礼会のお知らせ

　新年を迎えるにあたり、希望と決
意を新たに町民相互の親睦と融和を
図るため、新年交礼会を開催します。
　参加を希望される方は、次のとお
り申し込みください。

●開催日時
　　平成22年１月４日（月）
　　午前10時30分～

●開催場所
　　宍戸会館

●会　　費
　　2,000円

●申込期限
　　12月18日（金）

●申込方法
　会費を添えて、総務課または行政
区長さんへ申し込みください。

◆問い合わせ
　総務課　☎７２－２１１１

上水道水の
水質検査結果について
　９月に実施した水道水の水質検査
の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 7.6mg/l

ジェオスミン 0.00001mg/l以下 ＜0.000001mg/l

2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/l以下 ＜0.000001mg/l

有機物（TOC） 3mg/l以下 0.6mg/l

pH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 ＜1度

濁度 2度以下 ＜0.1度

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６
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※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

氏　　名 年　齢 行政区
宗　像　竹　美 83 本　町

村　上　民　代 62 反　町

吉　田　喜　一 79 荒　町

榎　本　正　二 58 平　館

新　田　徳　一 47 浮　金

宗　像　善　一 78 浮　金

根　本　儀　隆 69 夏　井

会　田　力　夫 64 和名田

（９月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

趙　　家 （がの） 趙大森・任英愛 本　町

宗像　愛実（まなみ） 正喜・直美 仲　町

近野　瑠乃（るの） 真司・佐織 平　館

村上　　玲（れい） 篤司・　望　 皮籠石

吉田　友稀（ともき） 寿一・礼子 飯豊下

佐藤　瑠果（るか） 　健　・瑠美 浮　金

德田　朱里（しゅり） 昌俊・弘子 浮　金

船迫　莉桜（りお） 智也・葉月 湯　沢

西牧　竜矢（たつや） 洋司・美幸 上羽出庭

（９月届出分）

平成21年10月１日現在
　人　口 11,408人（△22）　
　　男 5,534人（△10）　
　　女 5,874人（△12）　
　世帯数 3,749世帯（４）　
 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

国民健康保険税 ４期

11月30日（月）介護保険料 ４期

後期高齢者医療保険料 ４期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。

　

今
年
は
11
月
２
日
に
初
雪
が
降
り

ま
し
た
ね
。
昨
年
の
初
雪
が
11
月
20

日
、
一
昨
年
は
11
月
19
日
で
し
た
の

で
、
11
月
初
旬
に
雪
が
降
っ
た
こ
と

に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

雪
が
降
る
と
、
寒
い
と
思
う
反
面

わ
く
わ
く
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
道
路
は
大
丈
夫
？
雪
か
き

は
？
と
思
う
よ
り
先
に
、
雪
だ
る
ま

作
れ
る
か
な
？
雪
合
戦
で
き
る
か

な
？
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
寒
い
季
節
に
な

り
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
を
使
う
機

会
が
増
え
て
き
ま
す
。
部
屋
の
中
が

乾
燥
す
る
と
風
邪
も
引
き
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
換
気
や
水
分
補
給
を

こ
ま
め
に
し
て
寒
い
冬
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。 

（
美
）

あ　

と　

が　

き

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

　田舎暮らし体験ツアーを10月17日・18日、１泊２日で実施し
ました。これは、町と小野町ふるさと暮らし支援センターが主催
したツアーで、関東圏を中心に７人の方が参加しました。
　緑とのふれあいの森公園で、小野町の食材を使った料理を味
わっていただき、その後、小野町へ移住された方の現地見学やり
んごの収穫体験などを行いました。懇談会では、小野町に移住を
決めた理由、空き家や土地の情報、小野町での暮らしなどについ

さつまいもや白菜の収穫をしました

て、活発な意見交換が行
われました。
　２日目は、豆腐づくり
や６月の体験ツアーで定
植したさつまいもや白菜
などの収穫を体験し、実
りの秋を実感しました。
　参加者の皆さんは各種
体験を楽しみながら、田
舎暮らしのイメージを膨
らませていました。

皆さん熱心に話を聞いていました

ツアーに参加した皆さんと一緒に

小野町の暮らしを体験　小野町の暮らしを体験　～体験ツアーを実施～～体験ツアーを実施～


